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英
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版) 

(

ア
ラ
ビ
ア
語
版) 

 

令
和
四
年
一
月 

 

Ｓ
Ｆ
小
説
：
「
新
・
ナ
ク
バ
の
東
」 

 

第
一
部
：
「
イ
ス
ラ
エ
ル
、
イ
ラ
ン
核
施
設
を
空
爆
す
」 

 

１
．
未
明
の
出
撃 

  
２
０
Ｘ
Ｘ
年
某
月
某
日
未
明
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
空
軍
基
地
か
ら
３
機
の
Ｆ
３
５
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
が
東
に
向
け

て
飛
び
立
っ
た
。
通
常
の
訓
練
飛
行
或
い
は
作
戦
訓
練
で
あ
れ
ば
西
の
地
中
海
上
空
に
向
か
う
は
ず
で
あ
る
。
東

へ
向
か
え
ば
数
十
分
で
隣
国
ヨ
ル
ダ
ン
の
国
境
を
越
え
、
さ
ら
に
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
或
い
は
イ
ラ
ク
上
空
に
達

す
る
。
そ
れ
は
明
ら
か
な
領
空
侵
犯
で
あ
る
。 

 

し
か
し
３
機
は
離
陸
後
ぐ
ん
ぐ
ん
上
昇
し
、
高
度
１
万
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
と
水
平
飛
行
に
移
り
迷
う
こ
と
な

く
進
路
を
真
東
に
と
っ
た
。
高
々
度
で
巡
航
し
目
標
地
点
が
近
く
な
れ
ば
低
高
度
で
侵
入
、
任
務
終
了
後
再
び

高
々
度
に
上
昇
し
て
基
地
に
帰
還
す
る
予
定
で
あ
る
。
作
戦
用
語
で
い
わ
ゆ
る
「H

i-L
o
-L

o
-H

i(

ハ
イ
・
ロ
ー
・

ロ
ー
・
ハ
イ)

攻
撃
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
機
内
の
全
地
球
測
位
シ
ス
テ
ム(

Ｇ
Ｐ
Ｓ)

と
機
体
に
装
着
し
た

レ
ー
ザ
ー
誘
導
爆
弾(

Ｌ
Ｇ
Ｂ)

「
バ
ン
カ
ー
バ
ス
タ
ー
」
に
セ
ッ
ト
さ
れ
た
攻
撃
目
標
は
イ
ラ
ン
の
首
都
テ
ヘ
ラ

ン
の
南
二
百
マ
イ
ル
に
あ
る
ナ
タ
ン
ズ
。
目
標
ま
で
の
距
離
は
約
二
千
Ｋ
Ｍ
。
ナ
タ
ン
ズ
の
地
下
十
数
メ
ー
ト
ル

の
壕
に
は
数
千
基
の
遠
心
分
離
機
に
よ
っ
て
濃
縮
ウ
ラ
ン
が
製
造
さ
れ
て
い
る
。
イ
ラ
ン
の
核
開
発
施
設
の
中
で

最
も
需
要
な
施
設
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

 

イ
ラ
ン
の
核
関
連
施
設
に
は
ナ
タ
ン
ズ
の
他
に
ウ
ラ
ン
遠
心
分
離
に
必
要
な
六
フ
ッ
化
ウ
ラ
ン
を
生
産
す
る
施
設
が
イ
ス
フ
ァ
ハ
ン
に
あ
り
、
ま

た
ア
ラ
ク
に
重
水
プ
ラ
ン
ト
及
び
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
生
産
炉
が
あ
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
施
設
が
総
合
的
に
結
び
つ
け
ば
、
イ
ラ
ン
は
米
英
仏
露
中
の
五
大

http://ocininitiative.maeda1.jp/IsraelAttackIranChapter1-1English.pdf
http://ocininitiative.maeda1.jp/IsraelAttackIranChapter1-1Arabic.pdf
http://ocininitiative.maeda1.jp/IsraelAttackIranChapter1-1Arabic.pdf
http://ocininitiative.maeda1.jp/IsraelAttackIranChapter1-1Arabic.pdf
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国
及
び
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
北
朝
鮮
に
次
ぐ
世
界
９
番
目
の
核
兵
器
保
有
国
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
否
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
核
兵
器
を
保
有
し
て

い
る
こ
と
は
公
然
の
秘
密
で
あ
る
か
ら
、
イ
ラ
ン
は
１
０
番
目
の
核
保
有
国
と
な
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
自
身
は
核
兵
器
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
を
否
定
も

肯
定
も
し
な
い
。
思
わ
せ
ぶ
り
な
態
度
を
取
る
こ
と
が
む
し
ろ
周
辺
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
ム
諸
国
に
対
す
る
無
形
の
圧
力
と
な
っ
て
い
る
。 

 

そ
の
一
方
、
イ
ラ
ン
の
核
開
発
を
座
視
す
れ
ば
イ
ス
ラ
エ
ル
は
自
国
の
優
位
性
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
に
イ
ラ
ン
核
施
設
を
攻
撃

す
る
絶
好
の
機
会
が
訪
れ
た
。
米
国
の
共
和
党
大
統
領
が
イ
ラ
ン
と
世
界
の
強
国
が
結
ん
だ
核
開
発
協
定
を
一
方
的
に
離
脱
し
、
経
済
制
裁
を
課
し

た
。
と
同
時
に
大
統
領
は
Ｕ
Ａ
Ｅ
な
ど
ア
ラ
ブ
の
数
カ
国
を
抱
き
込
ん
で
イ
ス
ラ
エ
ル
と
外
交
関
係
を
結
ば
せ
た
。
さ
ら
に
中
東
地
域
か
ら
の
米
軍
の

撤
退
を
進
め
た
。
こ
の
結
果
、
中
東
地
域
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
を
契
機
に
イ
ラ
ン
は
ウ
ラ
ン
濃
縮
を
再
開
、
核
兵
器
の
実
用
化
に
必
要
な
濃
度
ま
で
今
一
歩
に
達
し
た
。
欧
米
諸
国
は
イ
ラ
ン
が
危
険
な
レ
ッ

ド
ラ
イ
ン
を
越
え
た
と
と
ら
え
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
部
、
そ
し
て
極
右
国
粋
主
義
者
達
に
と
っ
て
も
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
ら
ユ
ダ

ヤ
人
は
自
分
た
ち
が
人
類
史
上
最
も
優
秀
な
民
族
で
あ
る
と
固
く
信
じ
て
い
る
。
米
国
の
白
人
に
は
一
目
置
く
も
の
の
、
自
国
の
周
辺
に
住
む
ア
ラ
ブ

人
、
ペ
ル
シ
ャ
人
な
ど
は
劣
等
民
族
と
し
か
考
え
て
い
な
い
。
数
次
に
わ
た
る
中
東
戦
争
で
ア
ラ
ブ
人
を
完
膚
な
き
ま
で
に
叩
き
の
め
し
た
。
そ
し
て

今
、
米
国
の
と
り
な
し
で
Ｕ
Ａ
Ｅ
、
ス
ー
ダ
ン
な
ど
い
く
つ
か
の
ア
ラ
ブ
諸
国
と
和
平
を
結
ん
だ
こ
と
に
よ
り
ア
ラ
ブ
陣
営
を
無
害
化
す
る
こ
と
に
成

功
し
た
。 

 

イ
ス
ラ
エ
ル
に
と
っ
て
ペ
ル
シ
ャ
人
と
て
も
ア
ラ
ブ
人
と
五
十
歩
百
歩
で
あ
る
。
イ
ラ
ン
ご
と
き
が
自
分
た
ち
と
対
等
の
立
場
に
立
つ
の
は
我
慢

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
降
っ
て
わ
い
た
の
が
米
国
の
大
統
領
の
交
代
で
あ
る
。
新
し
い
大
統
領
は
イ
ラ
ン
核
交
渉
へ
の
復
帰
を
表
明
し
、
ま
た
イ
ス
ラ

エ
ル
国
内
の
入
植
地
拡
大
に
異
議
を
唱
え
た
。
た
だ
復
帰
交
渉
は
難
航
し
て
い
る
。 

 

イ
ス
ラ
エ
ル
は
米
新
政
権
の
厳
し
い
姿
勢
に
焦
る
と
同
時
に
、
イ
ラ
ン
の
核
兵
器
が
開
発
途
上
で
あ
る
今
こ
そ
が
イ
ラ
ン
を
叩
く
絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
と
考
え
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
部
に
イ
ラ
ン
攻
撃
論
が
急
速
に
高
ま
っ
た
。 

  

ナ
タ
ン
ズ
爆
撃
に
向
か
う
イ
ス
ラ
エ
ル
空
軍
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
と
っ
て
は
そ
の
よ
う
な
政
治
や
経
済
の
問
題
な
ど
無
関
係
で
あ
る
。
今
彼
ら
の
心
は

高
ぶ
っ
て
い
る
。
何
し
ろ
イ
ス
ラ
エ
ル
空
軍
が
他
国
に
出
撃
す
る
の
は
久
し
く
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
最
近
で
言
え
ば
イ
ラ
ク
の
核
疑
惑
施
設
空
爆

と
レ
バ
ノ
ン
南
部
の
ヒ
ズ
ボ
ラ
ー
キ
ャ
ン
プ
攻
撃
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
近
距
離
の
隣
国
で
あ
り
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
を
横
切
る
本
格
的
な
長
距
離
爆
撃

は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。 

(

続
く) 
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本
件
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
、
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

荒
葉
一
也 

A
re

h
akazu

ya1
@

gm
ail.c

o
m
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